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1．は じ め に  
音楽を聴きながら本を読んだり勉強する，いわゆるながら勉強は，よく見かけるものである。  
しかし，ながら勉強が得意な人もいれば苦手な人もいる。また，音楽や勉強の内容によって，出  

















音効果の研究は，主に後者の目的で行われている。   
無関連言語音効果のしくみについては，ワーキングメモリのモデル（Baddeleyら，1986など）  
に基づいた研究が多数行われている。そのため，本稿ではまずワーキングメモリについて簡単に  
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の容量によって制約を受けると考えられる。   
視覚空間的メモは，視覚空間的情報の一時  
的貯蔵の役目を担っており，イメージを表象  
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ルを行い，情報を再活性化する。また，内語リハーサ  
ルによって視覚的情報を音韻コード化し，音韻ストア  












コント1岩ニル過程†  音韻ストア  
十」  ニミ  ニ：弓   
Fig．2 音韻ループのモデル図   
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中に言語音が入力されると，その昔が強制的に音韻ループにアクセスし，記憶が消えるために記  
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きさを決定づける重要な要因であることも明らかとなった。しかし，系列順序情報のみが重要な  



























述べた後，先行研究を紹介する。   
複雑な課題として筆者が具体的に想定しているのは，文章読解である。文章読解と一くくりに  
してしまうと簡単に聞こえるが，読解の測度には，内容の理解度を測るテスト，文中の間違い探  
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討した研究はまだ行われておらず，推測しか出来ないが，今後実験によって検証していきたい。   
次の項では，まず文章読解における音韻ループの役割について触れた後，文章読解に関連する  
課題を用いて無関連言語音による妨害効果を検討した先行研究例を紹介する。  
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5．2 様々な認知的課題を用いた先行研究   
前述したように，複雑な課題において無関連言語音が及ぼす影響については，まだ研究数が少  
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宮原：課題試行時に同時に呈示された聴覚刺激の影響   
示された聴覚刺激に対しても，人はある程度の処理を行っており，行うべき課題の処理に必要な  
過程と聴覚刺激処理に必要な過程が重なるほど，それによってもたらされる妨害効果は大きくな  
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しているのかによって決まる。そして，無関連言語音は処理資源の配分を変えるのではなく，処  
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従って，この実験で無関連言語音が干渉したのは音韻ストアなのか中央実行系なのか断言できな  
いのではないだろうか。この疑問は残るにせよ，処理資源が不足する過程に対して無関連言語音  
が干渉すると考えることで，この研究も説明可能となる。   
複雑な課題を用いた数少ない先行研究を概説した。今までに得られている知見をまとめると，  
次の三点となる。   
① 聴覚刺激の処理と課題の処理が重なる部分が多いほど，妨害効果は大きい   
② 無関連言語音は処理資源の配分が少ない過程を選択的に妨害する   
③ 各過程に対する処理資源の配分は，その過程がどれだけ自動的に行われているか，どれだ  

















の4点である。   
① 無関連言語音効果は，課題が言語課題でも空間課題でも生起する。   
② 無関連言語音効果が起こるためには，課題が系列順序情報を必要とすることが重要である。   
③ 無関連言語音効果をもたらす音は，言語音のみではない。   
④ 無関連言語音と記銘項目の音韻的・意味的類似性と無関連言語音効果の大きさとは無関係  
である。  
Jonesらのchangingstatehypothesisでこの4点の説明は可能であるが，ワーキングメモリ  
モデルとの関連など，まだ説明が不十分な点も多く，今後の検証が必要である。   
複雑な課題に対する無関連言語音の影響については，次の3点が得られている。   
① 聴覚刺激の処理と課題の処理が重なる部分が多いはど，妨害効果は大きい   
② 無関連言語音は処理資源の配分が少ないプロセスを選択的に妨害する  
・－233－   
京都大学大学院教育学研究科紀要 第45号  
③ 各プロセスに対する処理資源の配分は，そのプロセスがどれだけ自動的に行われているか，  
どれだけ熟達しているかによって決定される。   
しかし，これらの結果についても，追試などによって検証しなくてはならない。さらに，これ  
以外の点については，まだはとんど解明されてないといっても過言ではなく，今後さらなる研究  
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